
                地域密着型金融の取組事例（2018年） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(34)営農サポート資金における保証料助成による農業者所得の向上 

ＪＡグループ長崎(長崎県) 

 

 

新規 継続 

○ 

  

（  年  月） 

 

1 動機（経緯） 

県域創設資金である営農サポート資金につきましては、2016年 7月から 2018年 3 月末

までは最大 1％の利子補給を行い、農業融資残高の伸長に貢献しました。利子助成の終

了に伴いＪＡから多くの要望があった為、代替策として 2018年度は「営農サポート資

金の保証料助成」を実施しました。ＪＡ内での本資金の浸透、農業融資担当者の営業

活動の活性化に加えて、長崎県ＪＡグループが引き続き連携して本対応を行っていく

ことにより、農業融資残高のさらなる上積み、組合員の農業所得の増大を目指しまし

た。また、本対応に併せて資金使途に農機クレジットの借換を追加したことにより、

利便性の向上が図られることから、今後新たなニーズ喚起も期待できます。 

2 概要 

ＪＡバンク保証料助成事業の概要は以下の通りです。 

1 対象資金  営農サポート資金 

2 事業期間  2018年 4月 1日～2019年 3月 31日 

3 助成範囲  事業期間内に新規実行した営農サポート資金に対する保証料全額 

3 成果（効果） 

2018年 12月末実績は以下の通りです。 

1 新規貸出額：270 件/655百万円(前年同月末対比＋43 件/＋141百万円) 

2 営農サポート資金残高:1,400百万円(前年同月末対比＋503百万円) 

4 今後の予定 

2019 年度につきましても、ＪＡバンク保証料助成措置等を活用することで、農業者の

資金借入に係る費用負担を軽減し、多様な資金ニーズへの対応に努めると共に、農業

融資の更なる伸長の為、取組強化に努めます。 

 


